
令和６年

奥州市教育委員会会議録

第９回定例会９月25日招集

奥州市教育委員会



１ 開会、閉会等に関する事項

開催日時 開会 令和６年９月25日(水)午後３時

閉会 令和６年９月25日(水)午後３時30分

開催場所 江刺総合支所４階特別会議室

２ 出席委員当の氏名

教育長

１番 委員（教育長職務代理者）

２番 委員

３番 委員

４番 委員

３ 説明のため出席した職員の職及び氏名

事務職員出席者　千田俊輔教育総務課長補佐

４ 本日の会議に付した事件（議事日程第１号）

５ 会議の概要

　第１　会期の決定について

本日１日と決定

第１　会期の決定

髙　橋　　　勝

髙　橋　キ　エ

松　本　　　崇

菊　地　　　幸

佐々木　哲　也

高橋広和教育部長、松戸昭彦教育総務課長、吉田博昭学校教育課長、菊池長学校教育課主幹、
小野寺正行歴史遺産課長、千葉学協働まちづくり部生涯学習スポーツ課長

　開会、会議成立宣言、本日の会議日程について「議事日程第１号」により進めることを宣
言、議案の審議

市議会の議決を経るべき事件の議案に対する意見の申出に係る臨時代理処
理に関し承認を求めることについて

第２　議案第１号
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第２ 議案第１号　議会の議決を経るべき事件の議案に対する意見の申出に係る臨時代理処理
　　　　　　に関し承認を求めることについて
　松戸教育総務課長が議案を朗読、高橋教育部長が提案理由の説明及び補足説明を行った。

【提案理由】
・ 　令和６年第３回奥州市議会定例会において、市議会の議決を経るべき事件の議案を作成する

ことについて、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定により、市長から当委員
会の意見を求められたが、教育委員会を招集するいとまがなかったことから、「教育長に対す
る事務委任等に関する規則」の規定に基づき臨時代理処理を行い、市長に対し意見の回答を
行った。ついては、この処理に対し、同規則の規定により当委員会の承認を求めるため、本案
を提出するもの。

【補足説明】
・ 　令和６年 第３回 奥州市議会 定例会 付議事件のうち、教育委員会に関するものは、議案第

８号「（仮称）奥州西 学校給食センター新築 電気　設備工事の請負契約の締結に関し議決を
求めることについて」､議案第10号「令和６年度 奥州市一般会計 補正予算（第６号）」及び
議案第17号「令和５年度 奥州市一般会計 歳入歳出 決算認定について」の議案３件

・ 　議案第８号「（仮称）奥州西学校給食センター新築電気設備工事の請負契約の締結に関し議
決を求めることについて」、本工事は、奥州市学校給食施設再編計画に基づいて行う（仮称）
奥州西学校給食センター新築に係る電灯設備、動力設備、受変電設備、火災報知設備等を整備
するもの。
　同センターは、鉄骨造２階建てで、延べ床面積は3,208.29平方メートル、備蓄倉庫、ゴミ庫
等を含めた総延べ床面積は、3,240.8平方メートルである。
　令和８年８月供用開始を予定し、将来的には小学校10校、中学校５校に給食を提供し、１日
当たりの提供食数は、最大4,500食を見込んでいる。
　工事の発注については、去る８月１日に入札を執行し、落札した株式会社電友社、岩手信号
防災株式会社、有限会社エンドー電設特定市営建設工事共同企業体と契約金額463,100,000円
で請負契約を締結しようとするもの。

・ 　議案第10号「令和６年度奥州市一般会計補正予算（第６号）」について、10款教育費に関し
ては、歳出を17,226,000円増額し予算総額を7,207,132,000円とするもの。教育委員会におけ
る補正の主なものは、資料18ページのとおり。

・ 　議案第17号「令和５年度奥州市一般会計歳入歳出決算認定について」、昨年度の10款教育費
の支出済額は、5,434,735,132円。教育委員会事務局が所管する主な事業の詳細は、「令和５
年度主要施策の成果に関する報告書」のとおり。

【質疑等】
菊地委員

　胆沢体育館及び水沢武道館の植栽剪定業務委託料の補正予算について、当初に見込まれな
かった突発的なものなのか、また、金額の内訳を教えてほしい。

千葉協働まちづくり部生涯学習スポーツ課長
　胆沢総合体育館は北側、西側、南側の通信線と干渉する部分の剪定を行うもので、北西側が
約88万円、南側と陸上競技場の部分が374万円である。武道館は西側の通信線と干渉する部分
で約９万５千円である。当初は見込んでいなかったが、その後の風の影響等を勘案し、今回予
算措置をしたものである。

髙橋委員
　ネットワークアセスメントの内容についてお聞きしたい。また、植栽の剪定業務、南都田小
学校の伐採剪定業務に関連して、何週間か前に街路樹の落下による死亡事故があったが、学校
や幼稚園では定期的な点検を実施しているか。閉園した幼稚園や閉校した学校の樹木の管理は
どのようにしているのか。

松戸教育総務課長
　南都田小学校の敷地内の樹木の剪定業務は、新しくできた認定こども園の南側の車の出口の
見通しが悪いため、伐採するもの。現在運営が行われている学校については、各学校から不具
合等があればそれを報告していただき、その都度対応している。閉校した学校については、閉
校の翌年は学校の中の物をなくし、その翌年には財産運用課に施設の管理を移管する。移管前
は、教育委員会が対応する。

菊池学校教育課主幹
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　ネットワークアセスメントは、現状の課題を明らかにして改善するため、ネットワークの通
信速度等の調査と分析を行うものである。ＧＩＧＡスクール構想で購入したパソコンを令和８
年度に更新する。その端末に係る国の補助金の要件に、ネットワーク整備計画策定がある。公
表も義務づけられており、今回はそのための基礎調査である。この計画は、令和６年度中に策
定し、ホームページで公開する。

佐々木委員
　令和５年度決算の保健体育総務費に関して、社会教育指導員はどういう施設にどれくらいの
人数が配置されているのか、スポーツ推進委員は何人に委嘱しているのか。奥州市で社会教育
主事は発令されているのか。

千葉協働まちづくり部生涯学習スポーツ課長
　社会教育指導員は、体育、文化を合わせて当課に10名、水沢支所が２名、前沢、胆沢、衣川
の各支所に１名ずつ配置している。
　スポーツ推進委員の定員は50名だが、欠員が３名おり47名に委嘱しており、任期は２年であ
る。年額の報酬は84,000円で、スポーツ推進体制の整備を図るために社会的信望があり、かつ
スポーツに関する深い関心と理解を示しスポーツに対する熱意と能力を有する方を委嘱をして
いる。各地域におり、地域の求めに応じてスポーツ教室等の指導に当たっていただいている。
　社会教育主事は、当課の職員１名に発令をしており、教育委員会教育総務課に併任発令して
いる。

髙橋委員
　外国人講師が数年前まで10人ぐらいいた。現在８名で、小学校の英語が必修になってから逆
に少なくなったという印象を受ける。小中学校も少なくなって、子どもの数、クラスの数も少
なくなったからなのか。

吉田学校教育課長
　そのとおりで、スタートしたときには45校あった小中学校が現在は25校で、統合に合わせて
計画的にALTを減らし、現在は８名である。学級数に対応できるくらいの人数は雇用してい
る。

菊池学校教育課主幹
　令和４年度は９名だったが、今年度１名減員した。決算額の2,144千円の減額はその人件費
分である。

菊地委員
　不登校問題については、常に重要施策として重点的に取り組んでいるところで、去年１年間
定期的に不登校の状況をデータで見せていただきながら奥州市の状況を感じてきた。事前配付
資料29ページの２、３、５のように色々な事業が実施されているのを学んできたところであ
る。学校からの数値や不登校対策のよい事例等が毎月報告されていたが、その事例はこれらの
事業の支援相談員も含めてのトータルのよい事例を吸い上げていたのか、学校側のものだけ
だったのか。全体の繋がり、ネットワークはどのようになっているのか。

吉田学校教育課長
　２の児童生徒心の相談等支援事業は、教育研究所にいる学びと心の指導員が各小中学校を巡
回指導している。中学校では不登校生徒に関する会議に参加し、各校の取組に対して指導助言
を行っている。小学校は定期的に訪問しており、各校学期に１回訪問し、不登校児童について
情報共有しながら指導を行っている。
　３の学校適応相談事業について、令和５年度の職名は適応支援相談員であったが、今年度か
ら児童生徒支援相談員となり、これを配置している。主に不登校で別室に登校している生徒の
対応を行っている。
　５の適応指導教室運営事業はフロンティア奥州である。教育支援センターと呼ばれる教育委
員会が設置する学校以外の学びの場を設置して学校に通うことができない児童生徒に対応して
いる。
　各学校、特に中学校で行われる不登校生徒の会議には、学びと心の指導員が参加している。
その中には校内で別室登校の対応をしている適応支援相談員も参加しており、そこで情報共有
し、学び心の指導員からの指導助言を適応支援相談員が受けることもある。
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　フロンティア奥州に関しては、通級してきた児童生徒の情報を毎月その学校に対して報告し
ており、学校を通してこの３つの事業が全て繋がっていることになる。フロンティア奥州の指
導員で学びと心の指導員を兼務してる職員もおり、教育研究所に所属していることから教育研
究所でも、フロンティアの状況は共有している。教育研究所の学びと心の指導員がフロンティ
ア奥州に手伝いに行くこともしているので、学びと心の指導員はフロンティア奥州の状況を把
握している。その上で各校の会議にも出席しており、連携している。学校で行われる不登校児
童生徒に係る会議等には、学校教育課の指導主事も参加しているので、学校教育課もこの３つ
の事業は把握している。校長会議でもこんな取組が有効だということを横展開するような形で
広めている。

【討論】
なし

採決の結果、承認どおり決することに全員異議なし

原案承認

閉会
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